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はじめに

昭和55年3月に新潟大学医学部を卒業して以来、“大学で

腎臓病の研究をする”との考えできた私が、大学を辞して個

人医院を開くことにした理由はいくつか挙げられます。

まず第一に、平成7年4月に福井医科大学（現：福井大学

医学部）に転任してから後の単身赴任生活8年間に2人の息

子と妻に対して父親あるいは夫としての責務を十分果たし

てきたかとの反省であり、まだ、これからでもその責務を果

たすのには遅くないとの思いでした。次いで、国立大学の独

立行政法人化の問題も含め、今後の日本の社会（大学）の

動向を考えたとき、自分の能力を十分出し切った人生とし

て、後悔しないのかとの自問自答の結論と、文部科学省の

方針に従って大学生活を送ることに対する疑問でした。し

かし、最大の理由は、日本人男性の平均寿命が私達の世代

では、約80歳前半になる予測があり、定年で大学を辞した
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後、約20〜30年間を社会的使命を担いながら、生き甲斐を

持ちつつ、自己責任のもと一生医師として行くことができる

状況を築くことが重要と“悟りをひらいた”結果です。

現在32名のスタッフが医療業務をこなしていますが、経

営者になって初めて、雇用される立場と雇用する立場の違

いを理解することができました。今までは、研修医、大学病

院の医員・文部（科学）省教官（助手・助教授）・学校医、

出張病院の勤務医あるいはアルバイト先のパート医として

雇用される側の気持ちや都合しか分かりませんでしたが、

開院して初めて雇用者側の意識を実感しています。少なくと

も、この違いが体験できただけでも、開院した価値がある

と思っています。

大学での研究生活をしていた時は、自分の研究成果を一

流の医学雑誌に載せることで自らの研究の価値を知ること

ができました。また、そのことは、無言ではありますが、周囲

の批判に対する学問的な反論と考えていました。しかし、個

人医院を開いてからは、診療・医院の経営・介護保険の審

査委員・学校医・医師会業務そして学会出張など仕事に追

われて、自分自身を客観的に見つめる時間が取れなくなり、
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さらに、院長という立場から批判・忠告・アドバイスなどが

直接的に耳に入らないようになりました。このような状況の

中で、つねに自分を省みる気持ちを持ち続けるために、開院

からちょうど10年を経過した頃から、医療を含めた社会情

勢の趨勢や身の回りで起こることに対する考え方や思いを

発信し世に問うことにより、自分の立ち位置を確認したい気

持ちに駆られるようになりました。

町医者として日常の診療の中で感じたことや疑問に思う

こと、さらには周囲で起こる様々な出来事について独り言を

つぶやきます。どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも感動や共鳴

を感じていただければ、この本を著した意義が示されて望

外の喜びです。

平成27年春　夜間透析診療中の医局にて　
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追記：

“ドラ”は学生時代からのニックネームでしたが、同級

生同士で麻雀を覚えた当初、ドラが7つもつくことが頻回に

あったためドラエモンと命名されたのが由来です。大学の

医局へ入局後も、どういう経路で伝わったのか今でも不明

ですが、先輩医師と同期から“ドラ”、“ドラちゃん”、“ドラ

エモン”そして病棟看護師（当時は看護婦）の皆さんからは

“ドラ先生”と親しみを込めて呼ばれることがありました。
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走馬灯

今回、私達は未曾有のマグニチュード9を超える大地震と

その後の巨大津波の東日本大震災に遭遇し、多くの犠牲者

を出しました。私は、偶然にも地震の発生から大きな津波

が走行中の車、家屋そしてあらゆる物を飲みつくして行く光

景をテレビで見ていました。それは、あたかも映画でも見て

いるかのようでした。空中から撮影しているテレビ画面は、

道路を走行している車とそれらを呑み込むであろう津波を

映し出していました。走行中の車を運転する人が襲い掛か

る津波に気づいているのか、どきどき胸が詰まる思いで速

く逃げるように念じながら、テレビ画面に釘付けになりまし

た。今、眼前で生死を分ける現実の厳しい状況を、安全な

場所から見ている自分を不思議に思いました。

もし、遠くに20メートルを超える巨大な津波に気づいた

時、自分の周囲に逃げる高台も隠れる建物もないことに気


